
   

 
 

   
 

 
 

新
盆
供
養
（
に
い
ぼ
ん
く
よ
う
） 

 

八
月
十
七
日
・
十
八
日 

 
 

供
養
料 

三
万
円 

お
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い 

 
 ・

新
盆
は
忌
明
け
（
四
十
九
日
）
後

に
最
初
に
迎
え
る
お
盆
で
す
。 

 

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
初
め
て
こ
の

世
に
お
帰
り
に
な
ら
れ
る
の
で
、

心
を
こ
め
て
特
別
な
供
養
を
す
る

の
が
習
わ
し
で
す
。 

・
本
堂
で
一
家
族
ご
と
に
時
間
を
決

め
て
供
養
し
ま
す
。 

・
日
時
の
希
望
の
あ
る
方
は
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

・
忌
明
け
前
の
方
も
繰
り
上
げ
て
、

今
年
供
養
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

大
宥
寺
施
食
会

だ

い

ゆ

う

じ

せ

じ

き

え

法
会

ほ

う

え 

八
月
十
六
日 

午
後
一
時
か
ら 

大
宥
寺 

四
階
本
堂 

・
施
食

せ

じ

き

塔
婆

と

う

ば

供
養

く

よ

う 

・
総
供
養 

（
永
代
、
合
祀
墓
及
び
志
納 

 

の
ご
供
養
） 

 

皆
様
の
ご
参
集
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

大宥寺永代供養合祀墓『縁』 
大宥寺が永代供養する「合祀墓」(ごうしぼ)です 

 

・藤野聖山園（札幌市南区藤野）の中にあります。 

・大宥寺の檀信徒が共に眠る永代供養のお墓です。 

・合祀料は一体 10万円。その後は一切費用がかかりません。 

・生前の申し込みも受け付けています。 

・大宥寺が責任を持ってお墓に納骨します。 
 （納骨堂のお骨を納骨する場合は、郵送で手続きができます。） 

大宥寺   2023 年（令和 5 年）お盆  

ご
あ
い
さ
つ 

 

大
宥
寺 

住
職 

吉
田
知 ち

祐 ゆ
う 

 
こ
の
た
び
師
匠
で
あ
り
父
で
あ

る
四
世
大
道
昌
弘
大
和
尚
の
後
を

受
け
、
大
宥
寺
の
住
職
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。 

 

私
は
札
幌
に
生
ま
れ
、
三
十
四

才
の
時
に
出
家
、
得
度
し
ま
し
た
。

富
山
専
門
尼
僧
堂
で
三
年
間
修
業

し
、
大
宥
寺
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
檀

務
を
勤
め
な
が
ら
師
匠
の
教
え
を

継
承
す
べ
く
精
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

大
宥
寺
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九

二
三
年
）
に
設
立
さ
れ
た
曹
洞
宗

山
鼻
説
教
所
を
起
源
と
し
て
お

り
、
本
年
は
設
立
か
ら
百
年
目
に

あ
た
り
、
そ
の
歴
史
の
重
さ
に
は

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
浅
学
菲
才
の
身

で
あ
り
ま
す
が
、
檀
信
徒
の
皆
様

の
心
に
寄
り
添
い
大
宥
寺
の
護
持

に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
信
心
、
ご
法
愛
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 

    大宥寺 山内 ご紹介 

法務担当 佐藤崇
しゅう

道
どう

             檀務担当 高橋永
えい

泰
たい

 
 

       

       

      

      

      

     

  

寺族代表 吉田千惠子（住職の母）   寺族  小島佳代（住職の姉） 

寺務員  岡部利昭          寺務員 江口睦子 

岩手県西和賀町出身です。 

大宥寺には約 20 年お世話

になっています。 

今後もよろしくお願いし

ます。 

 

大本山永平寺にて３年間修

行しました。富山県本淨寺

の住職をしながら祖父の開

いた大宥寺のお手伝いをし

ています。 

よろしくお願いします。 



お寺への連絡は、できるだけ早めに 

お参りに関する日時の変更、希望の時間、お休みの連絡等につい

ては、前日午前中までには連絡くださるようにお願いします。 

 

 

お盆のご供養 

・お盆は地区別に、お寺から通知した日にご供養にうかがいます。 

・お盆にうかがう予定のお宅には、ピンク色の紙が同封されています。 

・一日に多くのお宅にうかがうため、正確な時間のお約束はできません。 

・日にちの変更、時間帯（朝、午前、午後）の希望は、早めに連絡してください。 

・ピンク色の紙の入っていない方でご供養を希望される方は、ご連絡ください。 

 
        ８月の月命日             
・８月のお参りはいつもと違う日になります。 

同封のピンク色の紙でご確認ください。 

・1 日～31 日すべての月命日の方のお参りを、お

盆の期間中にさせていただきます。 

・月忌供養は、お盆のお参りとあわせて供養させて

いただきます。 

・特に希望する日のある方は、ご相談ください。 

お振込先 

口座名  「宗教法人 大宥寺」（しゅうきょうほうじん だいゆうじ） 

郵便局 振替口座  ０２７５０－８－３３６５６（何の送金か通信欄に記入して下さい） 

北洋銀行 石山通支店 普通口座 ０５１９６７２（何の送金か電話で連絡して下さい） 

〈護持会費１口 6,000円、管理費 5,000円または 10,000円、塔婆供養 3,000円〉 

 

  塔婆供養（とうばくよう）  
・仏塔をかたどった木の板に、戒

名を書き入れて供養します。 

・亡くなった方やご先祖様への追

善供養となります。 

・電話、FAX での申し込みも受

けつけています。 

（供養料 一霊 3,000円） 
 

 

 

〒064-0811 札幌市中央区南１１条西１３丁目１－１１ 曹洞宗 大宥寺 

（電話）０１１－５５１－５５１１ （ＦＡＸ）０１１－５６３－６１０７ 

※電話受付 9 時～16 時 急用の方以外、電話はできるだけ平日におかけください。 

檀信徒の皆様へ 2023年（令和 5年） お盆 

盆 幡 （ ぼ ん ば た ） 

お盆の案内には緑、黄、赤などの色がついた盆幡を二枚同封しています。盆幡はご先祖様の精

霊を供養し、私達が一切の不安から逃れられるように守ってくれるものです。仏壇や仏間の一

部にお祀りください。お盆が過ぎましたら、粗末にならないように処分してください。 

お寺にお持ちになるか、うかがった僧侶に渡してくださってもかまいません。 
 

納骨堂（午前 9時～午後４時） 

・納骨堂の開堂は午前９時から午後４時です。 

・お供物はお持ち帰りください。 

・納骨堂での読経を希望する方は前もって電話

で連絡してください。 

（８月 11、12、13日は連絡不要） 
・８月 16日午後、17日、18日は 
法要のため、納骨堂に僧侶はおりません。 

     志 納 袋       
・お盆、お彼岸の際には、志納袋

をお送りしています。 

・志納袋には、ご本尊にお供えす

る志納金をお入れください。 

・金額は決まっていません。 

皆様の浄財を、少しでもお寄せ

いただけると幸いです。 

 

 

 


